
意見交換会の開催概要

令和７年（2025年）9月24日
播磨町



１．開催概要

【意見交換会概要】
○播磨町の現状を知る

・播磨町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定の概要
・地球温暖化対策（脱炭素）に関する取組事例
・播磨町の地球温暖化に関する現状の取組

○意見交換
・グループに分かれて、各テーマによる意見交換を実施

○播磨町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定に向けて、
町内事業者の意見交換会を開催

【 9月24日（水） 13：00～14:30 】
テーマ ：１．県や町からこんなサポートがあると良い内容

２．こんなことなら取り組めそう、こんなサポートがあると助かる

参加者：１３名



２．意見交換会での主な意見
テーマ：Aグループ 県や町からこんなサポートがあると良い内容
【現状について】
・事業所としては、これまで温室効果ガス削減（省エネルギー）効果が高い設備から順次更新を行って
きており、更なる削減は費用や効果の面から厳しい。良く言われる、乾いたぞうきんを絞るようなもの

・企業規模によっては国の補助金も使うことができない

【県や町に求めること】
・駐車場や緑地に設置した太陽光パネルが、緑地としてカウントできると助かる
・補助事業を行う際は、企業規模など補助要件をわかりやすくして欲しい

【将来の話】
・eメタンには期待している。単価が商業ベースにのっていくことを期待。
・水素は、搬送距離の問題もありかなり難しいと感じている
・従業員の送迎バスは、EVバスへの切り替えはまだまだ先の話

【再生可能エネルギー電力について】
・再エネ電力は、供給量も上限があり、安定供給に不安を感じる
・現状でも再エネ電力は取り合いとなっており、再エネオークションでどこまで金額が下がるのか注視したい
・まとめて購入することで単価が下がるのであれば、購入を検討する。



【すでに実践していること、できること】
・太陽光パネルの設置、LED化など進めている
・SBT認証（SBT：気温上昇を1.5℃以内に抑える目標に向けて取り組む企業）取得により、
企業価値のアップ、新たな仕事につながる。

・空調の入れ替えだけでも効率上がる
・住宅の建材（外壁、内窓、二重サッシ等）の選び方で省エネになる（補助の活用も可能）

２．意見交換会での主な意見
テーマ：Bグループ こんなことなら取り組めそう。こんなサポートがあれば助かる。

【再生可能エネルギーについて】
・蓄電池の設置は、業種によって損得があるのではないか
・再生可能エネルギーを導入していくには、コストが高いことが課題である
・電気自動車→夜間電力活用して充電すればコストパフォーマンスも上がる

【町に求めること】
・EVステーションの利用実績などを公表してほしい
・事業者用補助メニューがあればCO2が削減できるのではないか
・近隣市は取組が進んでいる。（脱炭素計画をつくれば補助対象となる）
・近隣市では、事業者の省エネ診断にも補助がある。実質6,000円ぐらいでできることもある


